












 （2）民族的信頼　［ 同 ：Ⅲ–2–〈2〉］
































   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  以上 ［上］ 収録




　　　　　　　〈2〉韓国初期キリスト教の場合  ～ 先行研究を中心に ～
　　　　　　　　　　１， 柳東植・澤正彦，　２， 植村正久，　３， 李萬烈
　　　　　　　【まとめ】
   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  以上 ［中］ 収録



























してなされた）。牧師資格を有した最初の宣教師 H. G. アンダーウッド（Underwood， 米， 長










































































































す ① ～ ⑥ の6種類の「要約」および「決議文」が，広く「ネヴィアス方式」と称されるも
のの実質上の資料なのである。
 ①，自らも「原ネヴィウス討議」に参加したはずの ＜アンダーウッド．1976＞ は「ネヴィ
アス方式」を短い4点に要約している（73）。これがネヴィアス資料の第一である。
 ②，＜閔庚培．1981＞ は「ネヴィアス方式」を9点に要約しているが，これは実は＜C. A. 
Clark, The Korean Church and Nevius Methods, New York Fleming H. Revell Company, 1930＞ 
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＜C. A. Clark, The Nevius Plan for Mission Work, Illustrated in Korea, Christian Literature 
Society, Seoul, Korea, 1937＞ pp. 41～2の“Summary of the Nevius Principles”に記される「10
点」を日本語訳したものである。
 さらに最も信頼に足りる「韓国キリスト教史」とされる ＜韓国キリスト教歴史研究所編
































































































































































 しかしながら，以上 （1） の意味で始まった「査経会」は，次には教会員全員を対象とす
る教育として，すなわち信徒全員に信仰の熱気を触発させるための手段としても拡大化さ
































































































































































































































































































































































































































































































































































































ス方式・査経会によって「高次の信徒概念」を形成   2， 大復興会や百万人救済運動などを通して「信
仰の内面化」を経験   3， 日帝支配を契機にキリスト教が対抗勢力の中心となり「民族的信頼」を獲
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